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これからも復興地・復興者のみんなを忘れず、みんな元気にがんばりましょう！

by オンザロード 川村隊長

 



　

　

　　　　　
　　　　

　　                       聞くことが出来ました。

　　◆北海道での雪かきで慣れて
　　　いると話していた兼田さんも
　　   帰り道はお疲れでした。Zzz⇒

　　　　◆復興を果たした塩釜港
　で食事を採りました。

　

　◆現地復興者の方から当時の状況を

・復興に向けて現地の人たちが前向きに生活していることに対して勇気をもらった。

・ボランティア作業で社外のみなさんと共に心地いい充実感を感じることができて大変良かった。

・これから先、自分は何が出来るのか、自問自答しています。参加させてもらってありがとう。

・今まで何回か組合ツアーに参加したが、今回が一番内容の濃いすばらしいツアーだったと思う。

・「まだ何か出来る」そう感じる今をスタートにこれからも支援を続けたいと思いました。

・被害の状況を見て涙が。少しでも自分が役に立てればと思った。

・ボランティア活動を通じて大変大きな「心」を頂きました。

・この経験を是非、職場の仲間、友人、家族に持ち帰って

復興の輪を広げていきたいと思います。

・今後も今回のように全員が一緒に力を合わせて何かをする

イベントを行って欲しい。

 


